
２．発達相談センターの機能

◎相談体制の確立

●検査および医師等による相談体制

●指導業務に関するガイドラインの作成

●月1回の巡回相談

●作業療法、理学療法の充実

◎人材育成・研究

＜各機能が対象とする年齢＞

３．発達支援に関
わる職員の資質向
上及び調査・研究
の促進

２．長期的な視点
にたった継続的な
支援システムの構
築

３－２　発達支援
に関する調査・研
究

　市の発達支援施策等に関する調査お
よび事例等に関する研究

◎支援システム

１－３　専門性に
基づく支援方針プ
ロセス

　支援方針会議

　検査及び専門職種による客観的情報
の収集・分析

２－１　個別支援
計画によるマネジ
メント体制

　個別の指導・訓練を要する子どもへ
の指導体制

１．発達に関する
不安や悩みを受け
とめ、気軽に相談
できる体制の整備

●特別支援学校等に通う身体障害児
等への運動相談支援体制などの充実

１－１　幅広い年
齢層に対する相談
体制

　小中学生（一部、高校生まで）の相談
を受け入れる体制

　家庭訪問等の実施

　福祉サービス利用の促進

相　談

領域

0歳

事業内容・手段

中学3年生

３－１　人材育成
計画の策定、推進

6歳

・専門職種による相談支援

・発達、言語、運動発達に関する指
導、訓練

・個別支援計画の作成・運用

・巡回相談

・心理・言語・発達に関する検査


・ピアカウンセリング、仲間づくり、学
習等

-2-

検　査

指導・訓練

　ピアカウンセリングの導入、仲間づく
り

１－２　保護者との
パートナーシップ
による相談支援体
制

　保護者の学習、教育機会の充実

●ソーシャルワークを重視した相談支援

２－２　生活実態
に即した支援体制
の強化

　関係機関との連携

　子どもが在籍する就学前施設等を中
心とした巡回相談

　関係機関との支援会議等の実施

　発達支援に関する研修企画

　就学前機関におけるコーディネーター
等の育成

発達に課題を持つ子ど

もの意思と権利が尊重

され、保護者が子育て

の喜びを感じ、子どもと

共に成長することがで

きる 

  

保育所、幼稚園、こども

園、 

障害児通園施設等 

小学校、中学校、特別支援学校 
特別支援学校高等部 


